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後期基本計画
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第１章 後期基本計画策定にあたっての３つの視点 

 
地方創生の推進、人口減少の克服、さらに基本構想で定める「基本理念」、「都市の将来像」の

実現に向けて、後期基本計画では、前期基本計画策定以降の社会経済環境の変化や国の地方創生

などの方向性を踏まえ、今後のまちづくりで重視すべき方向性として、以下３つの視点を掲げ、

これまでのまちづくりをより発展していくべく、取り組んでいくこととします。 

 
１．スマートウエルネスみつけの推進【健幸（ウエルネス）の視点】 

  住んでいるだけで健やかに幸せに暮らせるまち「スマートウエルネスみつけ」の実現を、第

５次総合計画で実現する都市の将来像に位置付け、前期基本計画の５年間においても、見附市

のまちづくりの中心のテーマとして取り組んできており、その方向性は市民の皆さんからも評

価いただいています。 

  人生 100 年時代が近づく中で、「健康長寿の実現」 

が、人間としての幸せの最も重要な要素であること 

から、今後も、全ての政策分野に「健幸（ウエルネ 

ス）」を取り入れた、「スマートウエルネスみつけ」 

の実現に向けたまちづくりを推進していきます。 

 

 

 

 

２．SDGs 未来都市の実現【持続可能なまちづくりの視点】 

  2015 年９月の国連総会で全会一致で採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、世界共

通の目標とされており、国や企業においてもＳＤＧｓの実現に向けた取り組みを推進していま

す。見附市では、これまで取り組んできた「スマートウエルネスみつけ」の実現に向けたまち

づくりが、ＳＤＧｓの方向性と合致しているとの評価を受け、令和元年７月に国より「ＳＤＧ

ｓ未来都市」に選定されました。 

ＳＤＧｓは、分野ごとに 17 のゴールが設定されていますが、最もベースとなる理念は、自分

（特定の分野）だけが良い、短期的に良いという考えではなく、誰一人取り残さない「持続可

能なまちづくり」にあると考えています。 

この考えのもと、全ての政策分野で「ＳＤＧｓ」のゴールを共有し、「ＳＤＧｓ未来都市」の

実現に向けて取り組んでいきます。 
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地方創生の推進、人口減少の克服、さらに基本構想で定める「基本理念」、「都市の将来像」の実現に向けて、

後期基本計画では、前期基本計画策定以降の社会経済環境の変化や国の地方創生などの方向性を踏まえ、今後

のまちづくりで重視すべき方向性として、以下３つの視点を掲げ、これまでのまちづくりをより発展させるべ

く、取り組んでいくこととします。

1 スマートウエルネスみつけの推進【健幸（ウエルネス）の視点】

住んでいるだけで健やかに幸せに暮らせるまち「スマートウエルネスみつけ」の実現を、第５次総合計画で

実現する都市の将来像に位置付け、前期基本計画の５年間においても、見附市のまちづくりの中心のテーマと

して取り組んできており、その方向性は市民の皆さんか

らも評価いただいています。

人生100年時代が近づく中で、「健康長寿の実現」が、

人間としての幸せの最も重要な要素であることから、今

後も、全ての政策分野に「健幸（ウエルネス）」を取り

入れた、「スマートウエルネスみつけ」の実現に向けた

まちづくりを推進していきます。

2 SDGs 未来都市の実現【持続可能なまちづくりの視点】

2015年９月の国連総会で全会一致で採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、世界共通の目標とさ

れており、国や企業においてもＳＤＧｓの実現に向けた取組みを推進しています。見附市では、これまで取り

組んできた「スマートウエルネスみつけ」の実現に向けたまちづくりが、ＳＤＧｓの方向性と合致していると

の評価を受け、令和元年７月に、国より「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されました。

ＳＤＧｓは、分野ごとに17のゴールが設定されていますが、最もベースとなる理念は、自分（特定の分野）

だけが良い、短期的に良いという考えではなく、誰一人取り残さない「持続可能なまちづくり」にあると考え

ています。

この考えのもと、全ての政策分野で「ＳＤＧｓ」のゴールを共有し、「ＳＤＧｓ未来都市」の実現に向けて

取り組んでいきます。

第１章 後期基本計画策定にあたっての３つの視点
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3 Society（ソサエティ）5.0（※）の実現【デジタルテクノロジー活用の視点】

人口減少・少子高齢化をはじめとした社会課題が深刻化する中、経済発展と社会的課題の解決を両立してい

くためには、ＡＩ・ＩＣＴなどのデジタルテクノロジーを最大限活用していく必要があります。

デジタルテクノロジーの活用は、人間が行ってきた作業が全てデジタルテクノロジーに奪われていくもので

はなく、人間でなくてもできることや、人間よりも効果を発揮する部分をデジタルテクノロジーに任せることで、

新たな価値の創出や人と人との交流など、人間にしかできないことに注力していくための手段だと考えています。

この考えのもとに、誰もが人間としての幸せを実現できる、デジタルテクノロジーを活用した人間中心の社

会「Society（ソサエティ）5.0」の実現を目指し、様々な政策分野において、デジタルテクノロジーを積極

的に活用していきます。

（※）�Society（ソサエティ）5.0…

IoTやAIなどのデジタルテクノロジーを活用して、経済的発展と社会的課題の解決を両立し、人々

が質の高い生活を送ることが出来る人間中心の社会。

【３つの視点イメージ図】

スマートウエルネ
スシティ（SWC)

SDGs未来都市
経済・社会・環境

「誰⼀⼈取り残さない」社会の実現

Society 5.0
ソサエティ

② ③

デジタルテクノロジー
（AI,IoT)の進化と導⼊

経済発展と社会的
課題の解決

地球規模での
持続可能性

全世界でベクトル
（理念）の合意

健幸の持続性 健康⻑寿社会

これから『地球規模』で向かうべき3つの⼤きな取り組み
〜第５次総合計画後期基本計画・第２期総合戦略策定の３つの視点〜

忙しい‼

あふれる情報や忙しい⽇常から
⽣活に余裕をもたらす

住んでいるだけで健やかに
幸せに暮らせるまち

①
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第 2 章 総合計画全体の体系
「基本構想」で定めた基本理念と都市の将来像を実現するために、具体的な取組みを整理した「基本計画」

をつくって施策を計画的に進めます。

基基本本施施策策

主主要要施施策策

基基

本本

計計

画画

基基本本理理念念

まちづくりを進めるうえで大切にする基本的な考え方

基本理念に基づいて、将来の目指すまちの姿

人人とと自自然然がが
共共生生しし
健健ややかかにに

暮暮ららせせるるままちち

都市の
将来像

産産業業がが
元元気気でで活活気気
ああるるままちち

安安心心安安全全なな
暮暮ららしし

ややすすいいままちち

人人がが育育ちち
人人がが交交流流
すするるままちち

基

本

構

想

スマートウエルネス みつけ

主主要要事事業業

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す

地
域
か
ら
始
め
る
地
球
環
境
保
全
に
取
り
組
み
ま
す

花
と
緑
の
あ
る
暮
ら
し
の
創
出
を
目
指
し
ま
す

日
本
一
健
康
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す

基本理念や都市の将来像を実現するために取り組む施策
（大きな括りの基本施策の下に主要施策・事業があります）

策定の３３つつの視点

Society 5.0
【デジタルテクノロジー】

経経済済発発展展とと社社会会的的課課題題のの解解決決

【【 健健 幸幸 】】

健健幸幸長長寿寿社社会会のの実実現現

SDGs未来都市
【持続可能性】

誰誰一一人人取取りり残残ささなないい社社会会のの実実現現

今後のまちづくりの方向として重視すべき３つの視点

新
し
い
産
業
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

見
附
型
地
域
産
業
の
育
成
支
援
に
取
り
組
み
ま
す

観
光
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す

雇
用
対
策
を
推
進
し
ま
す

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

消
防
・
救
急
体
制
を
整
備
し
ま
す

地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

利
便
性
の
高
い
交
通
体
系
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

住
み
つ
が
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

快
適
な
住
環
境
確
保
の
た
め
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
に
努
め
ま
す

子
育
て
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
「
生
き
る
力
」
を
育
成
し
ま
す

地
域
の
人
材
と
資
源
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す

快
適
な
学
び
の
空
間
、
充
実
し
た
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
び
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

市
民
と
行
政
の
協
働
を
推
進
し
ま
す

定
住
・
関
係
・
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す

計
画
の
進
行
管
理
と
適
正
な
評
価
を
行
い
ま
す

支
出
の
適
正
化
に
努
め
ま
す

収
入
の
確
保
に
努
め
ま
す

行
政
運
営
の
見
直
し
を
進
め
ま
す

基本目標１ 基本目標2 基本目標4基本目標3 基本目標5

9つの重点プロジェクト
各主要施策を横串にしてまとめる取り組み

まち・ひと・しごと創生第2期見附市総合戦略（KPI重要業績評価指標の設定）

住みたい 行きたい 帰りたい やさしい絆のまち みつけ

スマートウエルネス
シティ（SWC)

主要施策
13本

主要施策
8本

主要施策
17本

主要施策
18本

主要施策
15本

主要事業
35本

主要事業
22本

主要事業
42本

主要事業
52本

主要事業
27本

短期・中長期的に推進する「まち・ひと・しごと」に関連する事業
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計画の進行管理と適正な評価を行います

収入の確保に努めます

快適な住環境確保のため、ライフラインの充実に努めます

子育て環境の充実に努めます

たくましく生きていく「生きる力」を育成します

花と緑のある暮らしの創出を目指します

観光による地域経済の活性化を推進します

災害に強いまちづくりを推進します

消防・救急体制を整備します

日本一健康なまちを目指します

だれもがいきいきと暮らせるまちを目指します

地域から始める地球環境保全に取り組みます

新しい産業づくりを推進します

見附型地域産業の育成支援に取り組みます

【基本目標１】

人と自然が共生し

健やかに暮らせる

まちづくり

【基本目標２】

産業が元気で活力ある

まちづくり

　　

基基本本施施策策

【基本目標５】

行政経営計画

（第８次行政改革大綱）

【基本目標３】

安全安心な

暮らしやすい

まちづくり

地域の人材と資源を活用した教育の充実に努めます

快適な学びの空間、充実した教育環境を整備します

ライフステージに応じた学びの環境づくりに取り組みます

市民と行政の協働を推進します

定住・関係・交流人口を増やす取組みを推進します

支出の適正化に努めます

行政運営の見直しを進めます

利便性の高い交通体系づくりを推進します

住みつがれる環境づくりに取り組みます

雇用対策を推進します

【基本目標４】

人が育ち

人が交流する

まちづくり

地域の安全安心の確保に取り組みます

歩いて暮らせるまちづくりに取り組みます

基基本本目目標標都都市市のの将将来来像像基基本本理理念念

基本構想 後期基本計画

見
附
市
教
育
大
綱

住
み
た
い

　行
き
た
い

　帰
り
た
い

　や
さ
し
い
絆
の
ま
ち

　み
つ
け

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
つ
け



1 2 3 4 5 6 7 8 9 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ 目標８ 目標９ 目標10 目標11 目標12 目標13 目標14 目標15 目標16 目標17

①健康寿命を伸ばすための健康づくりを推進します ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
②地域医療体制の充実を図ります ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
①地域包括ケアシステムの体制づくりを推進します ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
②高齢者の社会参加を促進します ○ ○ ○ ○ ○
③障がい者の自立支援に努めます ○ ○ ○
④地域福祉の充実を図ります ○ ○ ○ ○
⑤人権意識の向上を図ります ○ ○
⑥だれもがＩＣＴを活用できる環境整備を推進します ◎ ◎ ○ ○
①循環型社会を目指し、廃棄物の発生抑制や資源の有効利用を推進します ○ ○ ○
②地球温暖化を抑制するため、省エネルギー・省資源化を推進します ○
③自然と人々の生活が一体となるふるさとづくりに取り組みます ○ ○ ○
①市民ぐるみの景観づくりを推進します ○ ○ ○ ○ ○
②個性的な空間の整備を図ります ○ ○ ○

①新しい事業展開を支援します ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
②企業の立地と企業活動しやすい環境整備を推進します ○ ○ ○
①がんばる農林業者に対する育成支援に取り組みます ○ ○ ○ ○ ○ ○
②がんばる商工業者に対する育成支援に取り組みます ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
①観光素材を磨き上げ観光の産業化を図ります ○ ○ ○ ○ ○
②観光プロモーションの強化を図ります ○ ○ ○
①就業支援を行います ◎ ○ ◎ ○
②企業の人材確保を支援します ○ ○ ◎ ○

①災害への対応能力の向上に務めます ○ ○ ○ ○ ○ ○
②災害に強い社会基盤整備を図ります ◎ ○ ○ ○
①消防体制の充実を図ります ○ ○
②火災予防に取り組みます ○
③救急・救助体制を充実します ○ ○ ○
①安全安心な暮らしづくりに取り組みます ○ ○ ○ ○
②危険空き家等の対策に取り組みます ○ ○ ○
①コンパクトシティの形成と誘導に取り組みます ◎ ○ ○ 〇
②持続可能な集落地域づくりに取り組みます ○ ○ ○ ○ ○
③まちなかの賑わいづくりに取り組みます ○ ◎ ○ ○
④歩きたくなる快適な歩行空間を整備します ○ ○
①地域公共交通の利便性の向上を図ります ○ ○ ○ ○ ○
②安全な道路網の整備と維持管理を推進します ○ ○ ○
①健幸な住まい環境づくりを支援します ○ ◎ ○ ○ ◎
②世代に応じた住み替えを支援します ○ ◎ ○ ○
①ライフラインなどの整備に努めます ○ ○
②暮らしを守る雪対策を推進します ○ ○ ○ ○ ○

①仕事と子育てが両立できる環境を整備します ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
②安心して妊娠・出産できる環境を整え、子育て支援体制を整備します ○ ○ ○ ○ ○ ○
①確かな学力の向上を図ります ◎ ◎ ○ ○
②豊かな人間性と社会性の育成を図ります ○ ○ ○
③健やかな体の育成と体力向上を図ります ○ ○
①地域連携の充実を図ります ○ ○ ◎
②文化財の保護と活用に努めます ○ ◎
①多様なニーズに対応した教育支援の充実を図ります ○ ○
②安心安全で快適な教育環境の整備を進めます ◎ ◎ ○ ○ ○
①生涯学習を支援します ○ ○ ◎
②芸術・文化の充実に努めます ○ ○ ○ ◎
③市民一人1スポーツの実現に向けた取り組みを推進します ○ ○ ○ ○ ◎
①地域自治を推進します ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
②まちづくりへの市民参画を推進し、協働の仕組みをつくります ○ ○ ○ ○ ○ ○
③市民と行政との情報共有化を図ります ◎ ○ ○
①定住する人を増やす取り組みを進めます ○ ○ ○ ○ ◎
②関係・交流人口拡大の取り組みを推進します ○ ○ ○ ○ ○ ○
③国際交流を推進します ○ ○

①社会情勢に即した組織体制を構築します
②民間活力の活用を推進します
③事務事業の広域連携による効率化を目指します
④定員管理及び給与の適正化を図ります
⑤市民サービスの向上に務めます
⑥公共施設等の適正化を図ります
⑦ＩＣＴを活用し事務の効率化を図ります
①税収の確保を図ります
②受益者負担の適正化を図ります
③公有財産を有効に活用します
④新たな収入の確保を図ります
①事務事業の見直しを図ります
②公営企業・特別会計の財政健全化を推進します
③公共調達の適正化を図ります

①総合計画の進行管理を行います

ゴール別設定数

ＳＤＧｓの17のゴール

1 2 8 8 2 2 2 8 6 6 15 4 6 1 2 1 10
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